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§1　 まえがき

　近年の 地震被害によ り、 非構造壁とされていた雑壁が 、 耐力的にも架構に影響を及ぼした （柱

の 短柱作用等）例が見られた 。 その 回避策として 、 架構と雑壁 との墳界に断面欠損形式の構造目

地を設けることが考えられ 、 構造計算指針の 中に も耐力的に無視で きる壁厚 （スリ ッ ト）の 規定

が盛 り込 まれた。 しかし 、 既往の研究成果か らこ の ス リ ッ トで はその 厚さを施工可能なかぎ り薄

くしtaとしても、その 影響を完全に無視することはで きないと考えられ る。

　本研究で は 、 RC 高層壁式ラ
ーメン構造 （以下HFW 構造）の袖壁付き梁に 、 こ の 構造目地を

設けた燭合の 耐力的な影響を 、 定量的に評価することを目的として実験を行っ た 。

§2　実験概要

　試験体形状は 、 日本建築セン ターの 評定を愛けたHFW 構造の建物における桁行方向の 中間層

を対象として 、 約 1／ 3モデル髪想定してい る 。 試験体は、構造目地形式 、 構遭目地厚 、 梁の張

り出し長さ及び梁主筋量をパ ラメータとし拒 ． （表
一 1参照）

　構造目地の形式は 、 外力に対して 目地部壁が圧縮力を伝える圧縮力伝達形式と、

一
面せん断力

を伝える
一
面せ ん断形式 （以下 S タイプ）の 2 種類と した 。 さらに圧縮力伝達形式は 、 構造目地

を袖壁部 と上下梁部との境界に設けたもの （以下 G タイプ）， 袖墨部と壁柱部との境界に設けた

もの （以下C タイプ）， 袖壁部と壁柱部及び袖壁部と上下梁部の いずれかに設け拒もの （以下 L

タイプ）の 3種類と し、 その他に構造 目地の 無いもの （以下N タイプ）と袖壁の 無い もの （以下

F タイブ）を比較対象とした。 構造目地部壁厚は、壁厚50鞴 に対 し構造計算指針での無視し得る

壁厚に相当すると考え られる30mmと 、 その半分の 15覦 とし拒 。

　袖壁の 張 り出し長さは 、 梁の 内法ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表一1　構造目地形式

一
覧

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　C タイプ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S タ イプ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L タイプ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G タ イブバ ンの 1／ 6 （25  ） と2／ 6 （5〔  ）

の 2 種類を対象とし 、 梁主筋量 は、引

張鉄筋比 Pt＝ 0．98 ％ と Pt＝ 1．81 ％

の 2 種類とし、 い ずれも袖壁の 有無に

かか わらず梁降伏型の配筋とした。

　加力は、変位制御 1．5回の正負交番

漸増繰 り返し載荷 とした。

　使用 したコ ンクリートの設計基準強

度は240（  ！cゴ）、 また鉄筋は、SD35

相当の もの を使用した。

§3　実験結果及び考察

1）　 梁の耐力

a） 初期剛性 ；　 袖壁に よ っ て拘束さ

れ た梁の可撞な長さを 4 種類と仮定す
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る と、実験値は 2A タイブでは 22 を、また 1

A タイプは L3 を梁の可擁な長さと仮定された

時の初期剛性の計算値にほ ぼ一致した。 この長

さは 、 加力点か ら袖壁面位置 までの巨離に梁成

を加えた長さに近似してい る． （表 一2 参照）

b）　最大耐力；　 袖壁の 無い 試験体 F − A に比

較 して 目地郁壁厚の増大（15→ 30→ 50醐 ）に倅い

最大耐力も畜くなるが、 2 タイブの 方が 1 タイ

ブに地較して目地郁壁厚の 変化による耐力へ の

影響が大きい と考えられる。 　（表一3参照 ）

2 ）　 破壊性状および履歴性状

a） 構造目地部壁の破壊性状 ；　 袖壁 と梁との

境界に設けた目地 （以下横目地）部璧のひび割

れは 、 ほ とんど加力開始と同時に 目地端部より

発生し、　 5x10 ’3　rad ．の繰り返し載荷 まで に壁

柱面に まで 進展 した． また こ の 時か ら目地端部

より圧壊が始 まっ た● 最終的に目地部壁の圧壊

は 、 構造目地の無い試験体N −2A を除き目地の

長さ （以 下目地長さ ）の 40〜 80％ まで進展 した 。

b） 梁の破壊性状 ；　 梁の 初ひび割れは、構造

目埴の 形状にかかわらず袖壁面位置付近 に売生

し、繰り返 し載荷によ り梁全域に進展した． 最

大変形時 （50× 10erad．）において、全弑験体

とも曲げ破壊モー ドを呈 したが 、 試験体N −2A ，

C15 −2B
，
　 S25 −2A は袙壁面位置で 曲げ破壊 し

た後せん断ひび削れが進展 した ． （図一3 参照 ）

　　　 表 一4　実験結果
一
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図一1　 初期剛性 に闃 す る

　　　　　　 仮定された梁長さの説明図

表
一3　試験体F − A に対す る

　　　　　　 各試験体の最大耐力比
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c） 構造目地形式の影響 ；　 実験結果より壁柱 との

境界に般けた目地 （以下縦目地 ）及び一
面せ ん断目

地は 、 耐力的にも砿壊性状的にも梁に対する影響を

回避する効果 （以下目地効果）は弱か っ たが 、 横目

地を設けた試験体は有効で あ っ た。 こ れ は梁の嗣性

に比べ 壁柱の剛性が高く、 また袖壁の横の 長さに対

する縦の長 さが長 い ため、壁柱の変形による縦目地

部壁の破壊が抑えられたこ とと、さらに祐壁が対角

線状に圧縮 トラス 部材を形成したためと考えられる．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 G30・2A

図
一3 　ひ び 割れ 図 （目地厚5〔〕闢 ，30隔

，1th■ ）

§4 　梁の 最大せん断力の評価

1 ）　 梁の 降伏 ヒ ンジ位置の 仮定

　梁を袖壁を含む変形断面と考え、最大耐力時にお

い て梁に伝達される梁の抵抗お よび袖壁の拘束によ

るモーメ ン トの総和 （以下Mt ） と、その時の梁主

筋の 引張応力 （以 下Ts 》 との関係か ら見か け上の

工、
2

．．

← P （加力点）

　　袖壁 フ ヱ イス
・・曾・甲

　　 　　　 z
J 置

一　 Z2 十 b十 P（L 一彑 ⊃

応力中心距離の 分布 （以下」分布 ）を算出 した結駄 J ＝ axt ＋ b　　　　　　　　　　 ．．．（4．1）

」分布は袖壁面か ら壁柱面 へ の 距離 x の位置におい　Ts が最大の 時

て （4．1）式に示す二 次曲線 に近似 した。 この J 分布 x （Tsmax）＝ 一
（L − 2 ）＋r m フ三

図
一4 　袖壁 内で の J分布 の 仮 定

とTs 分布からTs 分布が最大とな る位置を求めて 、　　 Q 　　　　　 L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

α 冒 『
郡

冨

7で 一
その位置を陣伏 ヒ ンジ位置 と仮定す るこ とによ り梁

の最大せん断力を推定 した （（4．2）式）．　さ らに禎　 a ＝ （O．0844c／ Pt2）。u ‘g川 。

壁の無い 梁の最大せん斷力 （Qo） に対する構造目
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0、2　

地を殴けた袖壁付き梁の最大せ ん斷力 （Q ）の比を、

最大せん断力の割増 し係数 （以下せん断力闘増し儼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゐ

数 a ）とすると、こ の 係数 α は （4。3）式の ように表謦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 q．
された。 なお、壁筋の引張力は無視 した．

2 ）　 J 分布の係数 a （後述 ）の 一般化

　 G タイプの試験体におい て、J 分布の 式の係数a

を目地郁壁厚比（U ； ＝ 目地厚／壁厚）， 目嬉長 さ比

（c ； 目地長さ／柏壁長さ）、 梁の 引張鉄筋比 （Pt）

が考慮された（4．4）式 に一般化 した．

，．。（4．2）

．．．（4．3）

．．．（4．4）

O　　　　　　　　　　　l5’50　　　　　　　　30150 　　　　　　　　　　　50！50

　 　 　 　 　 　 　 ｛目塘厚 ！ 蟹 厚　，　su

図一5　」分布の係数a と目地部壁厚比の 開係
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3 ）最大せん断力およびせん断力割増し係数 α の 推定

　 G タイブの最大せん断力及びせん断力

割増 し係数 α に つ いて 、 実験値と降伏ヒ

ンジ位置の仮定 vaよる最大せん断力の計

算値と の 比較を表一5 に示す 。 G タイブ

の試験体に つ いては、 」分布の係数 a に

よっ て、実験的に最大せん断力を推定す

ることができたと考えられ る。

§5　袖壁付 き梁の 設計方法の
一

提案

　この 提案は 、 袖壁が梁に及ぼ す影響を

少な くするために 、 構造目地の効果を考

慮して梁の 設計に役立て ようとするもの

であ る 。 その 方法として以下 に示すせん

断力割増 し係数 α を利用す る 。

（1）梁の 可撓な長さの仮定 （図一6参照）

　（4．2）式 より、 梁に付 く左右の袖壁 に

つ い て そ れぞれ 梁長さを算出し、 梁の 可

撞な長さを仮定する。 なお 、 梁の反曲点

は左右の 袖壁面閏の 中央の位置とす る。

（2）せん断力割増し係数 α の 算出

　袖壁面間の距離に 、 （1）で求めた梁 に

取り付く左右の 袖壁における梁長さの 増

分を加えた長さを 、 梁の 可撲な長さと仮

定 して 、 せん断割増し係数 α を算出す る ．

梁は袖壁が付くことに よっ て、袖壁が無

い場合の梁の最大せん断力の α 倍の せん

断力を負担するもの と考え 、 これを考慮

して梁の 設計する 。 本実験と同等の 袖壁

付き梁に圧縮力伝達型の 構造目地を設け

た場合に おけ るせん断割増し係数 α は 、

目地部壁厚と目地長さに よ り図一7 の よ

うな関係遊示すと考え られ る。

§6　 まとめ

表一5　最 大耐 力及 び せ ん断 力割 増 し係数 α

最大耐力 せ ん断力割増 し係数 α
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図一7　せ ん断力 割 増 し係数α 七 目地長 さの 関係

1 ）曲げ降伏先行型の袖壁付き梁は構造目地を設けて梁へ の影響を小きくする場合には 、 袖壁 と

上下の 梁との境界に構造目地を配することが より目地効果を期待で きると考えられ る。

2 ）この ような圧縮力伝達型の構造目地を設けた場合には 、 梁の最大せん断力を袖壁の無い梁の

最大せ ん断力より割増 して考える必要があ り 、 その せん断力の 割増率は（4．3）式に よ っ て 推定

で きることが実験的に求め られた。 今後の理論的解析に よりさ らに一般の設計に役立てたい 。

　 なお、本研究は、日］MSVIセンタ
ー

に 婁託された日本麹頃蹲聖会 r富層壁式ラーメン襯瞳研究特繃 睡員会亅O 研艦 DHS と して行われた

　 bのである。
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